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＜本号の表紙絵＞

十七世紀初頭の疫病害の扉絵

バイエルン宮廷で選帝侯マクシミリアン－世の侍

医になったRaymundMinderer(1570頃-1621)は、

酢酸アンモニア溶液を創製して医学の領域にとりい

れ、解熱剤として使用した。この溶液はかれの名を

とって、1776年にJohnFothergill(1712-1780)によ

って"spitritusmindereri"と命名されている。

このころHadrianaMynsichtが吐酒石を、Wil-

helmHomberg(1651-1714)が珊酸を治療に用いは

じめているので、Mindererの治療もこの一環と考

えることができる。

おおくの著作を出版しているが、そのなかの一書

が、このDep""/"z/""6"〃"〃s彬彪γ"加威

""""co畑沈06s"""0"gcO"s“"sである。本書は

本文386ページの八つ折り判で1608年に出版された。

古人や同時代人が観察したペストを、医学的、呪術

的､神話的な観点から記述しているのが特徴であり、

ペストにたいする処方としてクモやミミズの油を使

用している。

扉の下方部分には、疫病でたおれた人びとの累々

たる死骸がえがかれ、酸鼻をきわめた状況を物語っ

ている。（ 深瀬泰旦）
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